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１． 東北アジア体育・スポーツ史学会第１２回大会の参加される会員の皆様へ 

 標記学会大会は、中国・浙江省の浙江師範大学国際交流センターにおいて 2017 年 7 月 4 日(火)

～7日(金)に開催されます。 

ご参加・ご発表される会員のみなさまへは今後、E-mail にて最新の情報を日本事務局から発

信する予定です。なお、7月 4日に往路にて杭州蕭山国際空港または義烏空港から会場、復路に

て 7 日に会場から杭州蕭山国際空港または義烏空港への送迎は日本支部事務局から中国の事務

局に依頼しています。航空便を各自ご手配いただき、日時：便名（往路・復路）、ご氏名を 6 月

5 日（月）までに日本支部事務局(hiroakis@fukuoka-edu.acjp)までお知らせ下さい。 

（１）東北アジア体育・スポーツ史学会第１２回大会要項 

大会テーマ：東北アジア各国・地域の体育・スポーツ―その過去・現在・未来― 

1. 主催：東北アジア体育・スポーツ史学会  

2. 後援：中国体育史学会  

3. 開催期日：2017 年 7 月 4 日(火)～7 日(金)  

4. 開催場所：中華人民共和国 浙江省金華市 浙江師範大学 国際交流センター 

所在地 中華人民共和国 浙江省 金華市婺城区迎宾大道 688 号 

（電話）电话：0579-82796888 

5. 発表方法：口頭発表、ポスター発表（ほかにシンポジウム）  

6. アブストラクト等 日本語・韓国語・中国語の抄録（各５００字）を 6 月 5 日（月）までに 

日本支部事務局にお送り下さい。  

① 6 月初旬 中国支部に送付予定  

② 発表時間・ポスターの形式等 口頭発表の方、発表 20 分、質疑 10 分程度 

  東北アジア体育スポーツ史学会のポスター発表のサイズは、小さめです。(サイズ: 90cm×

120cm)また、正確な大きさについて、現在、中国支部に問い合わせています。 

7. 大会参加費：500 ドル（３泊４日、食事・懇親会費込みです。宿泊費、食費、学会大会参加費

を区分して領収証を発行するように中国の事務局に依頼しています。）を当日受付で現金（ア

メリカドル）でお支払い下さい。  

（２）基調講演シンポジスト及びテーマについて 

基調講演 東北アジアの各国・地域における体育・スポーツ―その過去・現在・未来― 

日本支部からの登壇者及びテーマ 

     日本における体育・スポーツ史研究―その研究動向および日本からの情報発信―（仮） 

     榊原 浩晃（福岡教育大学） 

日本支部から基調講演シンポジスト１名を公募いたしましたが、応募がありませんでした。そ

のため、日本支部会長より提案があり、基調講演シンポジストとして事務局の榊原が担当するこ

とになりました。 
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２. 東北アジア体育・スポーツ史学会日本支部次期役員選挙について 

 
東北アジア体育・スポーツ史学会日本支部会則第 7 条、第 8 条、第 9 条及び第 9 条細則

の規定に従い、郵送による選挙を実施いたします。２年に一度の学会大会時に日本支部総

会を実施しており､これに合わせて選挙日程を組んでいます。必要書類（東北アジア体育・ス

ポーツ史学会日本支部会則､被選挙人名簿､投票用紙､投票用封筒､返信用封筒）を同封いたし

ておりますので､「東北アジア体育・スポーツ史学会日本支部役員選挙(2017 年)について」

の文書にしたがって投票をお願いいたします。６月５日（月）までにポストに投函して下さい。 

 

３．『東北アジア体育・スポーツ史研究』第３号（電子ジャーナル版）の公開予定に 

ついて 

 

『東北アジア体育・スポーツ史研究』投稿規程、『東北アジア体育・スポーツ史研究』編

集委員会規程、及び『東北アジア体育・スポーツ史学会』審査規程に基づき、編集委員会

の論文審査を終了し、本号には、以下の３篇の論文を掲載することに決定いたしました。 

なお、事務局で DTP 作業を行っており、準備が出来次第、ＨＰに試行的実施として当該

論文を早期公開いたします。 

・原著論文  

橋本美湖（札幌ドーム） 

1922（大正 11）年文部省主催運動体育展覧会の体育・スポーツ史的意義に関する研究 

・原著論文  

崎田嘉寛（広島国際大学） 

日本における制度用語としての「体錬」に関する一考察 

・研究資料  

寳學淳郎（金沢大学） 

旧東ドイツスポーツ関係者の言説－インタビュー調査を中心として－ 

 

なお、電子ジャーナルの公開に必要となる規程制定の準備について、事務局と理事会で

執り行い、日本支部総会に議題としてお諮りする予定です。第３号の確定版は、日本支部

総会以降にＨＰにアップする予定でいます。 

 
４．平成 29 年度日本支部会費納入のお願い 

 

 平成 29 年度分の会費を同封の振込用紙で下記の郵便振替口座へお振り込み下さいますようお

願い申し上げます。年会費は 2,000 円です。会費納入がお済みでない方は、平成 29 年 6 月 30 日

までにお振り込みください。この会費は､日本支部事務局及び学会大会運営のために徴収する日

本支部の会費です。 

なお、既に 29 年度会費を納入済みの方もいらっしゃいます。その場合は、振込依頼票を破棄

して下さい。 

  郵便振替口座 加入者名： 東北アジア体育・スポーツ史学会日本支部 

         口座番号： ００１８０−９−５５３２４３ 

会員情報が不正確で申しわけございません。既に退会されている場合は､メールにて御一

報下さい。事務局 榊原浩晃 e-mail  hiroakis@fukuoka-edu.ac.jp 


